
REP カウンターの故障 

（REP カウンター＝運動回数カウンター） 

 

  

 VERSA シリーズ                 ULTRA シリーズ 

 

＊表示画面の左窓が REP（運動回数）カウンター、右窓がタイムカウンター（タイマー）です 

 

 

 

 

 

 

 

■ REP カウンターの正常な動作 

① 待機状態ではカウンターの数値表示部には何も表示されていません 

② 運動開始と同時にタイマーが動き始め、1 つの往復動作完了ごとに REP 数が１ずつカウントされます 

③ 運動を終了後、5 秒経過でタイマーは点滅しながら 0:00 からリスタートし、REP 数値表示は０になります 

（この状態が「インターバル状態」です） 

④ 休憩の後、再び運動を開始すると、②同様にタイマー、REP 共にカウントを再開します 

⑤ 運動終了後、インターバル状態が 90 秒に達するとリセットされ、全ての数値表示が消えます 

 

■ 工具について 

この資料に掲載されている作業に必要な工具リストです。 

    

L 型六角レンチ       ニッパー         プラスドライバー      ロックタイ（結束バンド） 

 



■ REP カウンターの取り外し 

＊作業時の注意：REP カウンターと本体側センサーが、電気配線で繋がっています。開閉時に断線や挟み込みに注意！ 

 

ULTRA シリーズ      カバーを開ける際、配線に注意 

  乾電池ホルダー 

VERSA シリーズ       配線に注意！（ウェイトタワー内部へ繋がっています） 

 

■ ウェイトタワー内部へのアクセス 

① ULTRA シリーズ、VERSA シリーズともに、ウェイトタワー天井のトップカバーを取り外します。 

  ・ULTRA シリーズは、トップカバーにカウンターが搭載されています。 

  ・VERSA シリーズは、カウンターだけを取り外すことが出来ます。 

   どちらの機種も、マグネットセンサーはウェイトタワー内に取り付けてあります。 

② タワー本体の前後カバー（半透明の樹脂製カバー、フロント 2 枚、バック 1 枚）を必要に応じて取り外します。 

  カバーの上で、カバー引掛け金具に引っ掛け、下側は穴に差し込む形で固定されています。 

 

＊ カウンター基板は単三電池 2 本で電力を供給しています。通常数 3 年程度は問題なく使用できますが、電池の残量 

不足により不具合症状が出ることがありますので、カウンターに何らかの不具合があった場合は、最初に乾電池交換  

を行ってみてください。（乾電池が電池ケースから抜けかけている。というようなケースもあります。） 

 

＊ 本体側に搭載されているマグネットセンサー（3 か所）で、トップウェイトに登載されたマグネットの動きを感知 

することで、カウンター基板が数値を表示しています。 

 

 



■ REP カウンターのよくある故障症状例、考えられる故障原因と、その対策 

 

・ マシンを動作しても数値表示部に何も表示されない 

  → 乾電池残量不足など。 単三乾電池 2 本を交換してください。（アルカリ乾電池推奨） 

 → スタート位置を感知できていません。 ウェイトスタック側のマグネットの位置調整を行ってください 

  → マグネットセンサーC が故障しています。 カウンターセンサーセットを交換してください。 

 

  ・ マシンを動作するとタイムカウントは開始するが、REP カウントしない（0 のまま） 

→ 動作位置を感知できていません。 ウェイトスタック側のマグネットの位置調整を行ってください 

  → マグネットセンサーA または B が故障しています。 カウンターセンサーセットを交換してください。 

 

・ REP カウントをしたり、しなかったりする（不定期に運動回数読み取り不良） 

  → 適正な速さの動作でマシンを使用してください（早い動き、遅すぎる動きには反応できないことがあります） 

→ 動作位置を感知できていません。 ウェイトスタック側のマグネットの位置調整を行ってください 

  → マグネットセンサーA または B が故障しています。 カウンターセンサーセットを交換してください。 

 

  ・ REP カウント、タイマー共に正常に機能しているが、運動をやめてもインターバル状態にならない 

 → スタート位置を感知できていません。 ウェイトスタック側のマグネットの位置調整を行ってください 

  → マグネットセンサーC が故障しています。 カウンターセンサーセットを交換してください。 

 

  ・ 正常に動作はしているようだが、数値の表示が薄く読み取れない、または表示がちらつく 

    → 乾電池残量不足など。 単三乾電池 2 本を交換してください。（アルカリ乾電池推奨） 

→ 基板の故障。 カウンター基板を交換してください。 

 

   ・ センサーの配線がちぎれている、センサーが破壊されている。 

    → マシン動作時の、マグネットによる配線損傷（引掛けて断裂）や、マグネットとセンサーの接触による損傷 

     センサーセットを交換し、マグネット、センサー間の距離調整を見直してください。 

     必要に応じて、センサー配線をテープで固定してください。 

 

  ・ エラーが表示されている（「Er」と表示） 

       → コネクター接点不良。 配線コネクターを抜き差ししてみてください。 

    → 乾電池残量不足など。 単三乾電池 2 本を交換してください。（アルカリ乾電池推奨） 

    → 基板の故障。 カウンター基板を交換してください。 

 

  ・ 「Lo bAt」と表示されている 

    → ローバッテリー（乾電池残量不足）。 単三乾電池 2 本を交換してください。（アルカリ乾電池推奨） 

 



■ センサーマグネットの調整方法 

 

↓ULTRA シリーズ                      ↓VERSA シリーズ 

         

ULTRA シリーズのマグネット取付位置（赤矢印）        VERSA シリーズのマグネット取付位置（赤矢印） 

センサーの位置は黄色矢印                  センサーの位置は黄色矢印 

赤丸部分のボルト（4 ㎜六角穴ボルト）で固定された       トップウェイトにボルト 1 点（4 ㎜六角穴ボルト） 

ブラケット（金属製の L 型棒）の先端に磁石が付いて       で固定された樹脂製ホルダーに磁石が入っています 

います。                          ホルダーごと前後にスライドさせたり、左右に向き 

六角穴ボルト 2 点を緩めて、磁石の位置を調整でき       を変えたりして調整可能です。 

ます。（ブラケットごと左右へスライドする）          磁石とセンサーの適正距離は 5 ㎜～3 ㎜の間です。 

センサーと磁石の適正距離は 3 ㎜程度です。           近すぎると接触してセンサーを壊す恐れがあります。 

近すぎると接触してセンサーを壊す恐れがあります。 

 

＊磁石位置調整のポイント 

 

 

 

 

 

 

赤丸印が磁石の位置の目安。センサーの上部中央の線に、磁石の外周が来る程度 

＊中心からずらす方向は、左右どちらでも OK。中心に磁石が来ると読み取りにくくなる場合があります。 

 

 

 

 

 

 



■ センサーセットの交換 

ウェイトタワー内側、左右どちらか（機種によって異なります。）の柱内側に、黒い樹脂製のセンサーベースが取り付け

られています。 

          

センサーベース  センサーベースに 3 つのセンサーが取り付けられています    センサーセット 

         センサーは上から A,B,C と、取り付け順も決まっています。 

 

        

A,B,C それぞれのセンサーは、機種ごとに取り付け場所が決められており、プラスねじ 2 点止めで固定されています。 

A 

B 

C 



  

センサーセットには ULTRA シリーズ用と VERSA シリーズ用の 2 種類あり、品番も異なる別の部品です（互換性なし） 

センサーセットの 3 つのセンサーにはそれぞれ A,B,C を識別できるよう、手書き、もしくは印字テープが付いています。 

 

また、センサーとセンサーの間には、配線を押さえるための金属プレート（赤矢印）が取り付けられています。 

これらすべてのパーツはプラスねじで取り付けられているため、交換作業はプラスドライバーのみで実施可能です。 

      

既定の位置にセンサーを取り付けると、配線が余ってしまう場合があります。その場合はセンサーの下で折り返して 

U ターンさせて固定します。折り返した配線は、配線押さえ金属プレートで押さえてください。 

センサーベースから配線が飛び出していると、動作した際にマグネットなどの部品が配線を引っ掛けて損傷させる恐れ

があります。センサーベース中央の溝から、配線が飛び出さないように確実に固定してください。 



■ 機種別センサー取付位置 

センサーベースには 1～15 の取付位置表示があります。 

各機種ごとに A,B,C の取付位置が決まっていますので、機種ごとに確認して取り付けるようにしてください。 

ULTRA シリーズ REP カウンター位置リスト 

機種 A（上） B（中央） C（０位置） 

ショルダープレス 4 9 12 

チェストプレス 5 9 13 

ラットプルダウン 2 6 12 

シーテッドロー 2 7 13 

レッグエクステンション 7 10 13 

シーテッドレッグカール 7 11 15 

アームカール 12 13 15 

トライセプスプレス 5 9 12 

アブドミナルクランチ 10 11 13 

レッグプレス 10 11 14 

ヒップアダクション 10 11 13 

ヒップアブダクション 8 9 13 

ペクトラルフライ 5 11 15 

バックエクステンション 7 8 13 

プローンレッグカール 8 9 15 

グルート 6 11 15 

ロータリートルソー 11 12 15 

カーフエクステンション 9 11 15 

ラテラルレイズ 7 13 15 



＊数字の横の赤矢印はセンサーの取り付け向きを示しています。 

VERSA シリーズ REP カウンター位置リスト 

型番 機種 A（上） B（中央） C（0 位置） 

VS-S13 チェストプレス ↓2 ↓7 ↓13 

VS-S23 ショルダープレス ↓1 ↑4 ↓13 

VS-S71 レッグエクステンション ↓1 ↓7 ↓13 

VS-S72 シーテッドレッグカール ↓6 ↑10 ↓13 

VS-S70 レッグプレス ↓6 ↓10 ↓13 

VS-S33 ラットプルダウン ↓1 ↑3 ↓13 

VS-S42 トライセプスプレス ↓5 ↑8 ↓13 

VS-S34 シーテッドロー ↓1 ↑4 ↓13 

VS-S40 バイセップカール ↓6 ↓8 ↓13 

VS-S74 ヒップアブダクター/アダクター ↓7 ↑11 ↓13 

VS-S22 ペクトラルフライ/リアデルトイド ↓7 ↓9 ↓13 

VS-S53 アブドミナル ↓8 ↓10 ↓13 

VS-S52 バックエクステンション ↓6 ↓8 ↓13 

VS-S78 グルート ↓2 ↓7 ↓13 

VS-S131 マルチプレス ↓1 ↓5 ↓13 

VS-S331 ＊ラットプルダウン/シーテッドロー ↓13 ↑15 ↓13 

VS-S401 バイセップ/トライセプス ↓1 ↑3 ↓13 

VS-S531 アブ/バックエクステンション ↓9 ↓10 ↓13 

VS-S601 チン/ディップアシスト ↓1 ↑6 ↓13 

VS-S711 レッグエクステンション/レッグカール ↑5 ↑6 ↓13 

 

＊ラットプルダウン/シーテッドローのみセンサーベースプレートが 2 枚搭載されます。 

 A-13 と B-15 は上側のプレートに、C-13 は下側のプレートに取り付けます。 

 

＊VERSA シリーズのみ、センサーの取り付け方法に 2 種類あります。↑UP、↓DOWN と、数値の横の 

矢印で取り付け方向を示しています。 

 

 

           上向き矢印＝UP・ねじが下            下向き矢印＝DOWN・ねじが上 

 

 

 

 



■ カウンター基板の交換 

カウンター基板は裏側から 4 ㎜六角穴ボルト 2 点で、カバーに固定されています。 

このボルト 2 点を抜きことで、基板ごとの交換が簡単に行えます。 

  

 

■ カウンターセンサー配線の処理について 

センサー配線の浮きによる配線損傷の予防策（浮いた配線がマグネットにより引掛けられて損傷を受ける） 

REP カウンター付ストレングスマシンのセンサー配線損傷を未然に防ぐ目的で、日本国内での ULTRA シリーズの一部 

および VERSA シリーズストレングス機器納品時に、センサー配線のテープ貼付けを行っております。 

（現在、配線損傷例のほとんどない ULTRA シリーズでの同作業は行っておりません。過去一定期間のみ対応。） 

                                

配線押さえプレートのみで処理した例。この様な部分で配線が浮く可能性あり   アセテートテープを利用した対応例 

＊これらのマシンでセンサーセットを交換する場合、テープをはがしてセンサーセットを交換した後、再度テープ固定を

実施してください。 

＊この作業の推奨テープはアセテート布テープです。(薄手のビニールテープ等でも代用は可能ですが剥がれ易いです) 

 


